
一
三
　
神
道
灌
頂
授
与
作
法
　
し
ん
と
う
か
ん
ち
ょ
う
じ
ゅ
よ
さ
ほ
う

　
　
　
大
日
本
記
灌
頂
略
記
　
だ
い
に
ほ
ん
ぎ
か
ん
ち
ょ
う
り
ゃ
っ
き

　
　
　
神
道
麗
気
灌
頂
私
記
　
し
ん
と
う
れ
い
き
か
ん
ち
ょ
う
し
き

　
図
書
館
蔵
、
目
録
二
輯
一
七
一
・
一
一
│
一
号
。
写
本

一
冊
。
四
ツ
目
綴
線
装
本
。
表
紙
は
素
紙
。
題
簽
等
の
貼

紙
は
な
く
、
中
央
に
「
神
道
灌
頂
法
則
／
神
道
灌
頂
授
与

作
法
／
麗
気
灌
頂
私
記
」
と
直
書
。
縦
二
一
・
〇
糎
、
横

一
四
・
八
糎
。
蔵
書
印
は
初
丁
表
に
「
賀
茂
季
栄
」
の
角

印
、
「
季
」
の
丸
印
、
丸
印
（
不
読
）
、
「
國
學
院
大
學
図
書

館
蔵
」
の
角
印
。
終
丁
裏
に
「
賀
茂
」
の
角
印
、
裏
見
返

し
に
「
賀
茂
季
栄
」
の
角
印
あ
り
。
墨
付
四
十
七
丁
。
料

紙
は
斐
楮
混
漉
紙
。
本
書
は
、『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』(

二

十
五
丁)

に
続
い
て
二
十
六
丁
表
よ
り
『
大
日
本
記
灌
頂

略
記
』
、
四
十
二
丁
表
よ
り
『
神
道
麗
気
灌
頂
私
記
』
を
合

綴
。

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
本
書
は
、
両
部
神
道
に
お
け
る
神
道
灌
頂
の
次
第
及
び
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
神
分
や
表
白
文
を
主
と
し
て
集
め
た

も
の
で
あ
る
。
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
に
は
、
「
神
道
灌

頂
法
則
」
「
四
季
之
黒
符
加
持
」
「
遷
宮
事
」
「
口
伝
」
を
含

む
。
特
に
『
大
日
本
記
灌
頂
畧
記
』
は
日
本
紀
灌
頂
、
『
神

道
麗
気
灌
頂
私
記
』
は
三
輪
流
神
道
に
お
け
る
麗
氣
灌
頂

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
に
含

ま
れ
る
「
四
季
之
黒
符
加
持
」
は
、
疫
病
退
散
な
ど
の
た

め
に
符
を
呑
む
加
持
で
あ
り
、
「
遷
宮
事
」
は
、
地
鎮
等
を

行
っ
た
後
に
、
神
々
を
新
し
い
社
殿
に
移
す
作
法
で
あ
り
、

性
質
を
異
に
す
る
。

　
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
の
伝
来
に
は
い
く
つ
か
の
グ
ル

ー
プ
が
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
『
神
道
灌
頂
授
与

作
法
』
内
の
い
く
つ
か
の
奥
書
に
み
え
る
真
海
、
寅
清
、

千
貞
房
の
属
す
る
東
大
寺
堂
衆
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物

は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
人
物

で
あ
り
、
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
を
書
き
つ
ぎ
な
が
ら
相

伝
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
口
伝
」
の
奥
書
に
は
、

「
高
野
山
住
人
貧
士
栄
泉
房
　
宥
仟
」
が
千
貞
房
の
了
承
を

得
て
書
写
し
た
事
が
記
さ
れ
、
高
野
山
の
住
人
が
関
与
し

て
い
る
。
次
に
、
本
書
の
所
持
者
で
あ
り
、
全
体
を
通
し

て
見
え
る
賀
茂
神
道
講
中
と
、
そ
れ
に
属
す
る
英
顕
や
賀

茂
季
通
・
季
栄
で
あ
る
。
賀
茂
神
道
講
中
が
い
か
な
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
奥
書
か
ら
、
慶
安

二
年
（
一
六
四
九
）
ご
ろ
に
賀
茂
社
に
お
い
て
神
道
書
の

収
集
を
お
こ
な
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
と
推
定
さ
れ
る
。
奥

書
か
ら
、
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
『
大
日
本
記
灌
頂
略
記
』

『
神
道
麗
気
灌
頂
私
記
』
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に

賀
茂
季
栄
に
よ
っ
て
、
書
写
さ
れ
、
合
綴
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
神
道
灌
頂
授
与
作

法
』
は
、
南
都
（
東
大
寺
）
か
ら
高
野
山
住
人
の
手
を
経

て
京
都
（
賀
茂
社
）
へ
と
流
入
し
た
事
が
わ
か
り
、
当
時

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
東
敬
明
）

【
所
収
本
】

伊
藤
聡
・
松
尾
恒
一
「〈
資
料
紹
介
〉
國
學
院
大
學
蔵
『
神

道
灌
頂
授
与
作
法
』
」
『
堯
榮
文
庫
研
究
紀
要
』
二
号
、

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

【
参
考
文
献
】

右
所
収
本
の
解
題
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